
２０１９‐２０年度の編集委員発行幹事
として，大変お世話になりまし

た．不慣れな点が多く，時にはご迷惑をおかけしてしまいまし
たが，その一方で様々な方々の協力，サポート，励ましがあ
り，無事２年間務め上げることができました．本当にありがと
うございました．実は，学生の時分からプラズマに関する研究
を行ってきましたが，プラズマ・核融合学会にはこれまで縁
がなく，この編集委員会をきっかけとして入会させていただ
くことになりました．そもそも誌面をよく知らないような状
況での幹事の担当でしたが，何事も経験ですので，まずはチャ
レンジさせていただきました．その結果，微力ながら力になれ
たのではないかと思い，自己満足をしております．これまでは
応用物理学会を中心に活動していて，主にプラズマエレクト
ロニクス分科会で活動してきたため，すでにプラズマ・核融
合学会に多くの顔馴染みの方々が関わっており，本編集員会
にそれほどバリアなくスムーズに関わることができました．
その中でも普段お付き合いが少ない高温プラズマの関係の
方々と一緒にお仕事をすることができ，今後別の機会で何か
のタネになればと期待しています．任期全体を振り返ると，昨
今のCOVID-19ウィルスによる社会環境の変化により，２年の
任期のうちの１年半程度がリモートでの会議が中心となりま
した．おそらく歴代の編集委員幹事の中で最もリモート会議
を経験したと思います．今後は，わざわざ現場まで行かなくて
よいという最大のメリットを生かして現場での会議とうまく
ミックスし，作業の効率化をしながら，誌面の充実を図ってい
ただきたいと思います． （小川大輔）

２年間の編集委員と内１年間は企画幹事を務めさせていた
だきました．委員長，委員の先生方，事務局の皆様のお力添え
をいただいたおかげで何とか勤め上げることができました．
また，私の企画記事の執筆を快諾くださった先生方へ，この場
を借りてお礼申し上げます．
幹事として委員会に参加・運営することは，私にとって大
変貴重な経験になりました．学会で取り扱う研究領域は広
く，企画記事の議論では，自分自身の勉強不足を再認識するこ
とができました．同時に，委員会で議論が盛り上がるような雰
囲気づくりのため，やや切り込み隊長的に多くの質問をさせ
ていただきました．結果として，的外れで要領を得ていない質
問が多くなりご担当の先生方にはご迷惑をおかけしました．
大変失礼いたしました．
さて，このような貴重な異分野研究の場ですが，昨今の新型
コロナウイルス蔓延防止のため，今年度の委員会はすべてオ
ンラインでの実施となりました．委員は若手研究者が務める
ことが多く，委員会やその後の打ち上げで委員同士の横のつ
ながりを形成できるのが編集委員会のメリットであります
が，そのような場を持てなかったことは大変残念です．まだ新
型コロナウイルスの抑え込みに成功したような状況ではあり
ませんが，編集委員会の開催方法を工夫して若手同士の交流
（飲み会）が増えればと思います．
プラズマ・核融合研究は広い研究領域をカバーしており，
様々な背景の研究者が同居してよい研究領域だと思います（私
自身も一度核融合研究からドロップアウトしましたが，境界
領域を見つけて戻ることができました）．本誌の企画による研
究の発信がプラズマ・核融合研究者の交流を生み，今後も学
会全体が盛り上がることを期待しています． （小林 真）
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